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１.はじめに 

 2015年５月に打ち上げられたALOS-2/PALSAR-2は、LバンドSARを有している国産の極軌道衛星で、

回帰日数14日で運用されている。搭載されているセンサ性能は、観測幅：25〜490km、分解能：３〜
100mで、緊急時には最短約２時間で該当地域を観測することが可能である。 
 気象研究所では、2014年８月以降のALOS-2/PALSAR-2データを使って硫黄島における干渉解析を実

施し、火山活動に伴う地殻変動を検出したので報告する。 
 

２.SAR干渉解析結果 

 使用したデータは、2014年８月18日から2015年２月２日までに高分解能モードで撮像された南行
軌道の４シーンと2014年11月９日と2015年２月15日に同じく高分解能モードで撮像された北行軌

道の２シーンで、すべての組み合わせにおいて干渉解析を行った（第１表）。いずれの干渉ペアにおい
ても、良好な干渉画像が得られ、北ノ鼻南（気象庁のGNSS観測点）を無変動と仮定した結果を第１図
に示す。その結果、2014年８月から 10月にかけては、元山付近を中心とした同心円状の衛星視線方

向伸張の位相変化（約３cm）が検出されたほか、神山海岸（約６cm）と阿蘇台陥没孔付近（約９cm）
で衛星視線方向短縮の位相変化が認められた。また、10月から 11月にかけては、元山から井戸ヶ浜
にかけて衛星視線方向伸張の位相変化が、11月から 2015年２月にかけては、阿蘇台断層沿いにおい

て急激な位相変化が見られるほか、ミリオンダラーホール付近で衛星視線方向短縮の位相変化が検出
された。しかしながら、２月から３月にかけては、全島的にほとんど位相変化は検出されなかった。 
 
第１表 使用したALOS-2/PALSAR-2のデータ 

Table1 ALOS-2/PALSAR-2 data used in this study 
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第１図 硫黄島における干渉解析結果 

Fig.1 Interferograms generated from ALOS-2/PALSAR-2 data in Ioto. 
図中の丸印は GNSS観測点（橙：気象庁，赤：国土地理院，青：防災科学技術研究所）を，白三角は摺鉢山頂位置を示す。 
Orange, red and blue circles indicate continuous GNSS stations each of JMA, GSI and NIED. White triangles indicate a summit called 
“Suribachiyama”.  
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